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５月３日からの岐阜県飛騨地方から長野県中部にかけての地震活動 

震央分布図 

（1923 年１月１日～2014 年５月 10 日、 

深さ０～50km、M≧4.0） 

 2014 年５月３日 10 時頃から、岐阜県飛騨

地方から長野県中部にかけて（岐阜・長野県

境）、地殻内を震源とする地震活動が活発と

なり、震度１以上を観測する地震が 44 回発

生した（12 日 10 時現在、最大震度３：９回、

最大震度２：８回、最大震度１：27 回）。こ

の活動は６日以降収まりつつある。12 日 10

時までの最大規模の地震は、３日 15 時 26 分

に深さ３km で発生した M3.9 の地震（最大震

度３）である。この地震の発震機構は北西－

南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型であ

る。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の

活動の周辺（領域ａ）では、1998 年８月～10

月（長野・岐阜県境、最大震度５弱）、2011

年３月（岐阜県飛騨地方、最大震度４）、2011

年 10 月（富山県東部、最大震度４）にまと

まった活動があった。 

1923 年１月以降の活動を見ると、今回の地

震の震央周辺（領域ｃ）では、Ｍ５クラスの

地震が時々発生している。 

震央分布図 

（1997 年 10 月１日～2014 年５月 10 日、 

深さ０～20km、M≧2.0） 
2014 年５月の地震を濃く表示 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ｃ

領域ａ内の時空間分布図（南北投影） 

今回の地震活動 
の位置 

ａ

（2014 年５月３日～2014 年５月 10 日、
M≧1.0） 
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（岐阜・長野県境の地震活動） 
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５月３日 硫黄島近海の地震 

震央分布図※ 

（1923 年１月１日～2014 年５月３日、 

深さ 0～700km、M≧6.0） 

 2014年５月３日19時57分に硫黄島近海の

深さ 107km で M6.0 の地震（最大震度２）が

発生した。この地震は発震機構が北西－南東

方向に圧力軸を持つ型で、沈み込む太平洋プ

レート内部で発生した地震である。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の

地震の震源付近（領域ａ）では、M7.0 を超え

る地震が 2000 年３月 28 日（M7.9、最大震度

３）と 2007 年９月 28 日（M7.6、最大震度２）

に発生している。 

1923 年１月以降の活動を見ると、今回の地

震の震央周辺では、M7.0 以上の地震が時々発

生している。 

震央分布図 

（1997 年 10 月１日～2014 年５月３日、 

深さ 0～700km、M≧5.5） 
2014 年１月以降の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

ａ

今回の地震

今回の地震

左図の領域のＭ-Ｔ図 

父島 

母島 

硫黄島 

硫黄島 

八丈島 

※上図の領域ａ内における震央を表示している
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５月５日 伊豆大島近海の地震 

震央分布図 

（1923 年１月１日～2014 年５月６日、 

深さ 100～300km、M≧4.0） 

 2014年５月５日05時18分に伊豆大島近海

の深さ 156km で M6.0 の地震（最大震度５弱）

が発生した。この地震は、太平洋プレート内

部で発生した。発震機構は太平洋プレートの

沈み込む方向に張力軸を持つ型である。この

地震により、東京都や神奈川県などで負傷者

15 人の被害が生じた（総務省消防庁による）。

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の

地震の震源付近（領域ｂ）は、2007 年１月

16 日の M5.8（最大震度３）など、M 4.0 以上

の地震が時々発生している。 

1923 年１月以降の活動を見ると、今回の地

震の震央周辺（領域ｃ）では、M5.0 以上の地

震が時々発生している。 

震央分布図 

（1997 年 10 月１日～2014 年５月６日、 

深さ 50～300km、M≧2.0） 
2014 年５月の地震を濃く表示 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ｃ

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

（深さ０～300km） 
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